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企画部会活動履歴

●長谷川　豊田会長、今日はお時間を
いただき、ありがとうございます。
　Sunshineの若手経営者4名にお越
しいただきました。皆さんはこの日に先ん
じて「トヨタ紡織歴史未来館」を見学さ
れ、そこで弊社の創業時から今に至る
歩みを知り、それぞれに様々な想いを抱
かれたと思います。
　そこで豊田会長に、「是非ともお話を
伺いたい！」となりまして、この場を設けさ
せていただきました。よろしくお願いいた
します。
　では、順に自己紹介をしていただきま
しょう。

●鈴木　鈴木鉄工の鈴木です。この4月
に、母から受け継ぎ社長になりました。
会長に就いた母にアドバイスをもらいな
がら、二人三脚で頑張っていこうと思っ
ています。

●牧村　牧村工業の牧村と申します。
令和5年7月に父から代替わりしまして、
社長になりました。外国人従業員が多
い職場なので、今日のお話を教育のヒ
ントにもできればと思います。

●大塚　不織布の開発、製造をしてお
ります、株式会社オーツカの大塚と申し

ます。よろしくお願いします。

●横山　横山興業の横山です。創
業74年になりまして、私自身は先代
から社長を受け継ぎ8年目です。毎
日が勉強だなと実感しながら頑張っ
ております。

●長谷川　皆さんには先ず、トヨタ紡織
歴史未来館を見学されて感じられたこ
となどをお話しいただきたいと思います。

●鈴木　たくさんの映像やスライドで、
すごく勉強になりました。拝見する前は、
登場人物は男性の方が多いのかなと
思っていたんですね。製造業で女性が
働くって、女工さんがつらい思いをして
いた、みたいなイメージでしたが、そうで
はなくて女性の方がキビキビ動いてい
らっしゃる様子でした。動かされている
のではなく、意志を持って主体的に働い
ている印象で、それがすごく素敵に思え
て見入ってしまいました。

●豊田　豊田佐吉が発明した「G型自
動織機」は、息子の喜一郎も自動織機

開発に協力して、さらに紡績機械も開発
しました。
　自動織機にとって大事なことは「止まる
べき時に機械が止まる」ことです。機械が
止まると、作業者は止まった所に行って、
次に何をするべきか、何をどう交換するか
がわかる。自動織機は、そういうところまで
考えて改良されてきたんだと思います。
　いま鈴木さんに言われて、佐吉、喜一
郎は、そういう仕事のしやすさまで考え
て自動織機を発明・開発したんだなと、
改めて思いました。「女性が仕事しやす
い」という発想ではなくて男性、女性とも
が働きやすいというのは、ものすごく大
事なことだと思うんですね。
　製造業には「女性でも働ける」という
発想があります。男性にはいくらか無理
をしてやってもらう、女性だとそうはいか
ない、ではなくて、女性が苦なく働けるな
ら、男性だって苦なく働けるに決まって
る。「誰でも働ける」という現場を作って
いかなくてはと思います。

●長谷川　次に牧村さんはいかがで
しょうか。

●牧村　私は、日本のものづくりの歴
史が凝縮されたあの内容を、是非弊社
の社員にも見てもらいたいと思いまし
た。外国人にもわかってもらえるよう、通
訳も介してです。歴史から見えてくる、も
のづくりの面白さがあるんだということ
を、是非伝えたいですね。それが経営す
る上でも、力になるんじゃないかなと思
いました。

●豊田　縫製一つとっても、弊社は自
動化に力を入れてきましたけど、全部を
自動化できるわけじゃない。ミシンそのも
のが、使いやすいものになっているか考
えなければいけない。「縫製」が女性の
繊細さで成り立っているとすると、それ
は間違ってるかもしれない。まずきちっと
やれるミシンでなければいけないと思い
ます。女性と男性が一緒になって働ける
というのがいい思います。

●長谷川　大塚さんには、研究・発明と
いった観点でお話しいただけませんか。

●大塚　トヨタ紡織さんが歴史の中で
「変化」してきたことを見せてもらい、私
自身が原点に戻った気持ちになりまし
た。印象的だったのは佐吉翁が、働くお
母さんを助けたい気持ちで自動織機を
発明した事です。誰かを楽にさせたい、
織機に携わる人たちが、もっと楽になる
ようにという熱意が発明につながった。
そして生まれた自動織機は本当に便利

だから広がっていき、紡績の発展につな
がったと知りました。
　今この時代は、DXも導入され、生産
現場は大きく変わっています。そんな中
で、弊社で使っているニードルパンチ設
備は、いま国内の製造メーカーはなくな
り、輸入に頼っています。それを「弊社で
つくりやすい、使いやすい」ものにするた
め、改良して使っています。もっといいも
のにできるかもしれません。まさに「原点
に戻って考える」ということを、見学を通
して意識させてもらいました。

●豊田　自分のところで改良して、自分
のところで使いやすいものにする、つまり
機械にどう付加価値をつけるかが、もの
すごく大事だと思うんですよ。
　弊社の設備でも言えるんですが、そこ
にどれだけ自社のノウハウが入れられる
かが、競争力につながっていくと思うん
ですね。設備メーカーは、我々のためだ
けに設備をつくるわけではない。自分た
ちのノウハウをメーカーに教えてしまう
と、それはメーカーのノウハウになってし
まう。だから、本当に肝となるところは、自
分たちの中で改良して使っていくことが
大事だと思っています。
　苦い経験があるんです。弊社の話です
けど、ある設備を導入した際のことです
が、出来が悪くて、弊社がアイデアを全
部出して直したんですよ。その時、技術料
なり特許なりで、利益回収できるように
やったのかと聞いたら、やれてなかった
んです。私はそこで叱ったんですけど、自
分たちのノウハウとして「残す」「守る」の
対策は是非やってほしいなと思います。

●長谷川　横山さんはいかがですか？

●横山　実は私、合併当時はトヨタ紡
織の社員でした。歴史未来館のスライド
には、トヨタ紡織さんの歴史がくっきりと
描かれていて、その中に自分も一時期い
たんだなと、当時を思い出しながら拝見

しました。研究と発明を経て、失敗もし
て、それを乗り越えて来られたことが今
日に繋がっているんですね。そして、グ
ローバル本館に展示があった水素発電
システムを積んだ自転車などとして実を
結んでいるとわかり、すごいなと思った
んです。
　弊社の幹部研修で、彼らが自社をど
れぐらい理解しているか、外部講師を交
えたセッションで問うてみたら、社是と
社長の名前、あとは主力商品くらいはわ
かるんですが、歴史のことや経営方針に
ついてはあまり理解していなかったんで
す。「伝えていく」ことの大切さを改めて
知りました。父である弊社会長が元気な
うちに、その部分を本か何かにまとめら
れたらなと思いました。

●豊田　本にして教育に使うとか、いろ
んな場面で繰り返し話題にするとか、そ
ういう事はものすごく大事ですね。
　弊社は合併間もない頃に、仕事をする
上の行動指針をまとめた「TBway」
をつくりました。社外取締役の方がです
ね、海外拠点を見て回った時に「TB 
way」がどこの事業体にも見えるところに
貼ってあると。「それを拠り所にして仕事を
やっているんですね。いいですね」と言って
いただけました。見えるようにするというこ
とは、大事なことの一つだと思います。

●横山　今のお話を参考に、弊社でも
理念となることを定期的に唱和するなど
を考えていきたいと思います。

●豊田　私はトヨタ在籍中に高岡工場
の工場長をやらせてもらったんですが、
その時、ある工長が「今日、工場長が来
たって、ウチの若い社員が言うんですよ」
と言いにきた。多くの場合、工場長が現
場に来ても「どこかの誰かが来た」くらい
にしか思われない。たまにしか姿を見せ
ないなら、それは当然だと思いますよ。で
も私が高岡工場にいた時は、いろんな部
署を見て歩いた。「見てない所はない」と
したかったんです。実際には見てない所
もあるんですよ。でも、そういう努力はし
ていました。それが「工場長が来た」と言
う声になったんだと思います。
　これは大事なことで、「自分たちを見て

くれている」と思うと頑張れると思うの
で、そういうことをやっていただくといい
んじゃないですかね。

●長谷川　弊社の社内報の合併20周
年記念号で、会長が、さらなる高みを目
指して「現地現物にこだわって」と語って
おられました。私自身は、豊田副社長時
代からずっと「現地現物」と言われ育て
ていただきました。また、「心を一つに」
も、会長が長く語ってこられたことです。
Sunshine20周年の記念品にも、このフ
レーズが刻まれています。
　この言葉への想いなど、私たちの未来
に向けたメッセージをいただければと思
います。

●豊田　ものづくりって、色々な人が関
わってるじゃないですか。現場でつくる
人、設備をつくる人、開発をする人、販売
する人、もっといますね。その中でも一番
大事なのは、仕入先さんです。トヨタ紡
織の製品は、7割程度は仕入先さんのも
のを使わせてもらっています。だから、仕
入先さんを含めて、関わる人たち皆が心
を一つにして、ものづくりをしないと、い
いものって絶対できないです。
　心を一つにすると、いいものができる。
私にはその原体験があるんです。
　初代ヤリス・ヴィッツの開発リーダー
をやらせてもらったんです。そのときの経
験です。トヨタの戦略として「トヨタの中
で一番廉価な車」をつくるのがミッショ
ンでした。私はとにかくいい車をつくりた
かった。「いい車」って、別に高いから「い
い」んじゃない。色々議論していくうちに、
みんなの思いが「安いけど、いいクルマ
をつくりたい」に照準が合って、そこに向
かって開発が進んでいったんですね。
　例えばワイパー。これはできるだけ接
触面積を大きくしたい。それをスムーズに
動かすにはモーターを大きくしなければい
けなかった。だけど原価的に成り立たな

い。どうしたかというと、ワイパー側で風損
を軽減する工夫をした。それでモーターサ
イズを変えずにすんだ。いいものをつくりた
い、届けたい、という思いがみんなにある
と、みんなが知恵を出しあうんです。
　そういう「想い」というのは伝わるんです
ね。工場の方達に「このプロジェクトは久
しぶりに燃えるプロジェクトなんです」と言
われた。みんなが思う熱意が同じ方向に
向いていると、強い力になる。熱意は“伝
染”していくんですね。心を一つにするとい
うのは、そういう意味です。これは、ものす
ごく大事なところじゃないかと思うんです。
　皆さんも社長として熱意を持ってやって
おられると思います。その中で、経営者とし
て自社の方向性をハッキリ出し、引っ張っ
ていこうとする想いが社員の皆さんに伝わ
れば、必ず応えてもらえると思います。

●豊田　私は「改善し続ける文化」とい
うのを残したいと思っているんです。だけ
ど、なかなかできていない。そこでやりだ
したのが「ダンボール生製準＊」です。
　なぜこれをやるか。一つは、生産設
備って、つくるモノに対してすごく大きい
ですから、まずそれをコンパクトにできな
いか検討したかった。もう一つは、ダン
ボール生製準をやると、設備実機が入る
前に作業を把握できるんです。ダンボー
ルで全部を作って、そこで作業の動作だ
けする。でも、それではまだわからないの
で、部品もダンボールで作って、作業を
やってもらった。そうすると、ここはダメ
だ、もっとこうするといいよね、物をここに
置いたら作業しやすいよね、なぜここは
小さくならないのか、なぜここに空間が
空いてるのか、といった問いかけが出て
きて、答をみんなで探せる。ダンボール生
製準は本当に色々なことがわかるんで
す。最初は生技と製造でやっていたんで
すが、今は設計も保全も入ってやってい
ます。
　今どきは、バーチャルリアリティでもや

れそうですけど、最大の欠点は見ている
人しか見えないことです。なおかつ、作業
者の手の動きについて「なぜあの人は、
あそこで、あのように手を動かしている
か」が、周りの人にはわからない。だけ
ど、ダンボール生製準だと、みんながわ
かる。全部がわかる。改善をどう進めれ
ばいいか、その時点でわかって「自分の
現場工程なら、ここをもっといじれる」と
いう“度胸が出る”んです。
　ダンボール生製準を通じて、何をやっ
たら改善に繋がるかということが、よりわ
かるようになってきました。みんなが「見
える」から、色々な意見を言い合えるんで
す。「改善し続ける文化」が育っていくん
じゃないかなと思います。
　皆さんも、こんなことを自社に持ち
帰って、これからに役立ててもらえれば
と思います。

●長谷川　今日は貴重な、そしてたくさ
んの「大事なこと」をお聞かせいただき
ました。
　私たちSunshineは、みんなで“心を
一つに”未来に挑戦していきたいと思い
ます。どうもありがとうございました。

＊ダンボール生製準（生産・製造準備）
段ボールを使った生産工程の現物シミュレーション活動。生産ラインのコンパクト化や製品立ち上
がり後の生産性改善を先取りする目的で行い、図面などでは見落としていた部分に気づき、チーム
で知恵を出し合い、よりよい改善をめざす。現地現物の精神を伝える手段にもなっている。

改善の具現化はさらなる改善を生み革新に至る 豊田周平

進行：トヨタ紡織調達本部 長谷川直人さん

豊田会長からいただいたメッセージに
4人が寄せ書きをしました

未来へ向かう私たちに教えていただいた「大事なこと」 未来へ向かう私たちに教えていただいた「大事なこと」
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大事なこと 2
独自技術を守る対策

大事なこと 3
理念、TOPの見える化

大事なこと 4
心を一つに

大事なこと 5
改善し続ける文化





Sunshineについて

◆Sunshine設立の経緯 ◆Sunshine命名の由来

トヨタ紡織協力会Sunshineは、 トヨタ紡織との開かれ
た取引関係を基本とし、会員各社の積極的な相互研鑽
により、厳しい経営環境に対応できる経営体質づくり
を目指した諸活動を基本方針に活動を続けています。
設立は2004年。アラコ（株）・タカニチ（株）・豊田紡織
（株）の3社合併に伴いそれぞれの協力会もひとつに統
合。 会員数56社でスター トし、創立20周年の2024年度
には会員数122社となりました。

合併当時のトヨタ紡織好）1|会長のアドバイスにより，

「将来（未来）に明るい希望をいだく」

という思いをこめ、更に3社(=Sun)がひとつになって
輝く(=Shine)⇒「Sunshine」を掛け合わせて命名ざれ
ました。

◆組織と活動内容

経営者研修会、自主勉強会、
経営者懇談会の企画、開催

◆経営者研修会
トヨタ紡織の取り組みや考え、また異
業種の講師の講話を聞き、会員各社
の体質強化を目指し、各社経営 層へ
の啓発に結び付ける

◆自主勉強会
社会情勢や業界の動向により、企業
が直面する課題に沿ったテ ーマに基
づく講演を活用し、会員会社の課題
解決の一助とする

◆経営者懇談会
会員を小グルー プに分け、共通する
経営課題についてトヨタ紡織と会員
会社が双方向コミュニケ ー ションを
図リ、議論を深める

幹事会員構成
会長
副会長
会計

（全体行事の企画 ・ 運営） 会計監査
委員長 ・副委員長

事務局構成
会長職会社
副会長職会社
会計職会社

（企画 ・ 運営、事務業務） 会計監査職会社
トヨタ紡織

トヨタ紡織の調達方針・課題を受け、品質、CSV、安全・防災・防火を
重点に個別課題に取り組む

●品質委員会は、流出不具合・品質向上の本質対策に向けて
“一人ひとりが品質の主役’とした全職層の取り組みを相互研鑽する

•CSV委員会は、カーボンニュ＿トラルの知見を養い、自社の環境経
営を推進し、企業価値向上につなげる

●安全委員会は、安全マネジメントの底上げ、重災防止、相互研鑽、
安全風土醸成の4本柱で活動を推進する

※2024年度の各委員会方針

 








